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鋼 構 造 物 の 解 体 発 破

前 田 正 尚'

構造物を解件放去するのに発破工法が採用される場合がある｡発破による解体工法は.工期

の塩1軌 コストの値札 砧所作薬の削碑尋のノ1)ットがある｡

特に月構造物の解体発破の場合は./イマン効果を利用した成型爆薬を用いるのが有効であ

る｡本文では,成型爆薬を用いて飼構造物を解体撤去した叔近の施工例を銘介し.施工上の問

題点や対席等について述べる｡

]. 緒 言

都市の再開発や社会経済の変化に伴.?て,工場設備

帝の構造物を解体する必要性が砧まってきたが,銅依

造物もその対象となる場合が多い｡一般に銅構造物の

解体では,ガスや槙秩により切断し.吊lJ上げたり.

落下.転倒させて撤去される｡しかし,滑の高い銅的

造物の解体では.高所での作業が増え.作業上の危険

性もそれに比例して増大する｡また.切斬落下や転倒

等を実技する場合も.その作薬が完了するま{..作某

氏はその場に居残るので突発的な危吸が伴う串となる｡

この様な状況において.火葬の力がこれらの危険を回

避し.さらに工期の短縮と,コストの低減につながる

有効な解体工法として注E]される亦となる｡しかし.

日本では発破に対する法的あるいは社会的事情によっ

て,乗除に発破による解体工法が実施される例はまだ

少ない｡
当社でも発破による網構造物の解体例はあまり多く

はないが.これまでに実施されたいくつかの飼構造物

の解体発破の施工例をここに紹介し.施工方法.施工

上の間喝点.その対匁方法等について.今後の参考に

なれはと思いまとめるgFにした｡

2.鋼構造劫の爆破解体施工例

爆破解体の対象となった崩的造物には,鉄塔.鋼管

杭,溶鑑炉相称政府,道路tE5.鉄鴨等がある｡これら

の月構造物の解体方勤 王.構造物の一部を爆破切断し.

分離撤去したり例壊させるのである｡切断に用いる火

薬軌 こは./イ7./効果を利用する成型爆薬を用いる

のが最も有効である｡成型爆我については,既に多く

の報告があるのでここでは省喝する｡

当社の本格的な榔 造物の爆破解体の施工実続とし

ては,昭和49年の荒川河岸機種設工恥 こ伴う鋼管杭の

切断工市から始まり.昭和55年に北海道空知川橋梁撤

去工事を行ったが.60年代に至るまでは,小放校な実

験的な物に止まっていた｡しかし.61年に鉄塔を飼填

させて以来.故件の施工乗続を挙げる邸ができた｡以
下に,庇近の施工例の牧草を示す｡

2.1 屯汝鉄塔 (昭和61年4月)

この鉄塔は20年跡に建放された砺波鉄塔で,腐食の

ために解体新設される串となった｡しかし.鉄塔の解

体期間中は遺留ができなくなるので.できるだけZm

を皇帝することが要求され,また.鉄塔の附帯設軌 i

再利用するの{･.それらに何ら影野なく解体する必舞

があった｡そこで.鉄塔を瞬時に空き地に例壊させる

爆較解体工法が採用された｡

この鉄塔は.高さ約400ノートレの支線式鉄塔で.

3方向を各々5本の支線で支えられていた｡Fig.1

に鉄塔の枚要を示す｡

この鉄塔の解体方法は,3方向のうち1方向のみの

支線を切断する恥こより.その支線と反対方向に倒壊

させるものであった｡支線の切断は.支線とアンカー
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Fig.2 TheanchoT･PhtesaLtqthebhsdng

Fig.3 tmdingoftheShap

edchTgeを連結している25EIDのア

･/カープレートを切断することで行われた｡例墳栓

の鉄塔は.白銀と落下によって十分に破頓され 2次破砕の工

期は大巾に塩梅することができた｡Fig.

2は,プレ-トの切断状況である｡2.2 水管

横基礎杭 (昭和61年12月)千乗市内の下水道推進

管の施工途中,既存すろ水管低の基礎杭が,推進施工の支障と

なったの{･,一志を撤去するZPとなった｡Jd

l柄地なので施工場所が挟く,また.地中で切断した按引き抜

く必要があったが.顔管の外径が･267.4cnと

小さく.一般の月管切断投を挿入する群が出来ないの

で.成型爆矧 こよる切断工法が採用された｡鋼℡の呼
人は6.7tzzbであった｡撤去方法は.鋼管杭内

部に防音対策の為に水を漬した摸.坤輪状の成型嘩萌を挿

入して切断抜.クレー･/で引き抜いた｡切断位性は.坑
塀天鳩より約5zn下であった.糊問には,発破喝柿

から民'#が約40m.県道が約20mの位臥こあったが.

無音･振肋とも何ら問題がなかった｡成型頓･

Rの放旺状況をFig.3に,切断撤去後の鋼管杭の状況をFig.4に示す｡ Fig.

4 ThesteelpipcSalterthe

bustingFi9.5 BlastingoEtheHotblastmainpt

pe2.3 薯拡炉附帯牧伯 (昭和63年6月～9月)

我国の基礎産業である鉄鋼}-カーも社会快適の変

化に伴い.設細の枕席合･椿少を余俵なくされ 席止さ

れた溶鉱炉とその附帝政脚の解体が,施工される様に

なった｡附帯設府には,溶鉱炉の各デ･,中へ舛降するエ

レベータ塔.辞拡炉に熱風を送凪する.q見本肝.飼取煙

突等がある｡これらの舵適の特軌 土.背の高い舵遺物

で,下部は比較的JII純な栴適となっているこ

とである｡したがっ

て.足元を切断する7fFにより.一歩に例墳する帝ができ.

高所作業を碑少して安全性を摘め.工程が塩橋できる様に

爆破解体=法がt採用された｡(l) エレ

ベータ塔エレベータ塔は.高さ581托.総血爪約

45tで.4本の支柱で支えられていた｡支蛙の形

状は.Lll形鋼で(L-130×130×9)であっ

た｡所定の倒壊方向に対して予め例攻囲を作回し.歌心の位位と角度より切断位既を決定した｡倒壊側の

支柱には,



Fig
.
6BhstingoftheCompositegirderbridge

.
Q旦 本管は,全長約54m.直径2.7tnの飼

管に耐火煉瓦が内袈りされたもので.拓き約15tb

の位跡こ20本の支柱{･支えられていた｡総鴫丑は約600tで

.まtf.は.H鋼でサイズは(H-300×300×15×10)であった｡所定の



Tablo1 ExampleoEyibrationleyelmeasureddudJlgademoutionbusting

Steel Total Qauntityof DiStaJICe Vibratiom(

al)Structure Weigllt(i) Explosive(kg) (帆) gFi

血g tmdingEleyatOrTow.er 45

0.9 35 - 32HotBhstMainPipe 110
20 59 80

2010170 40

-Stee

lStack loo

- 50 40 208150 10 10Table2 Exampleofnoisel

evelmesureddurirLgademolitionblastingSteel QauntityoE Noisesuppresion Distance NoiSe

leyelStructure EXplosiye(kg) m

eaStm (m) dB(A)fhdioWayeTower 10.3

None 650 looSteeIPipePile 1.8 Water 15

8540 81HotBlastMainPipe 14.5 SandandRubberMat 100

120RoadBddge 61.2 None 300 114

の成型爆射こは取付金具が付いていて.ナットで固定

できるようになっている｡

3.4 超爆方法の換肘岩掘削の先攻と取って

.起爆方法は瓜賓な挽肘項目である｡第)に使用する

雷管を検肘し.第2に回路と供合唱曳丑を検肘する｡

通常用的造物の解件には,改組の成型爆薬が近壊して収

付られるので.一般の瞬尭屯先帝管では発火抄時のJ(ラ

ツキにより失敗する｡この様な場合.地摂採鉱用電気館管を用

いる串によって完爆するgFが{･きる｡実測データによれは,一

般の瞬尭屯気tEr管では.約土100psec程度の.:

ラツキが生じているのに対して,地採用電気tF管{･11.約±5FISeC軽度であ

った｡乗取に地採用電気仰竹 上.5cnの近臣姫

でも他の野菅に好守を与えられる群なく完爆している｡

発破回路を検肘する場合,迷送屯乱 抑洩喝耽.誘萄屯流について,岩掘削の発破以上

に注意しておく必要がある｡また冊管の本数が増える場合11.各fTi管に 必賓な租舵が供給される掛

こ検肘しなければならない｡3.5 防譲方法の

検討通常飼構造物の解体発破は.所洞破り

付け発破となるので.防農方

法は念入りに検討する必要がある｡防産材としては,ゴム?,I.防爆シー

ト.金軌板.求.砂守でこれらを組合せて使用する

｡3.6溝助･長音の故打銅僻遺物の解体発

破では,必ず振動.駐昔について倹肘する必葬がある｡

解体先破で発生する振動に札 爆破により発生する振

動と.構造物が一挙に例現した時に発生する振動とがある｡東庄例{･も示したが

.辞応炉の附帯設備の場合,白虎が故百ト･/もあり.

構造物が転倒し着地する醇に発生する授動が,他の民有の箆

段に与える好守について間切となってくる｡通常この様な場合は,着地予定場



使用する｡これら小塊が混入していると,着地時にこ

れらが飛散する中があるからである｡

Table lに溶鉱炉附荷役偽を解体発破した場合の

振動債を示す｡

爆破時の軽音も担動と同様に間頓となる｡発破音は

極めて短時間に完括する衝撃性の音であるが.懲り付

け発破に近い状態{･あるので.その無音レベルは大き

い｡民家帝が近い場合は.防音対帝を行う必要がある｡

実施例では.ほとんどの場合施工場所が広かったので.

防諜材の防音効果のみで施工した｡Table2に軒音

の邦定位を示す｡

4. 今後の熟慮

以上.今までに施工した鋼枠遺物の爆破解体例を紹

介した｡現在.通産省の持寄のもとに都市構築物爆破
解体の保安基町が検肘されているが.将来に向けて網

構造物の解体にも.安全性,捉折性,更に周辺栴遣物

への影申年が病たされれば発破工法が採用される税金

も次執こ多くなるのではないかと思う｡特に解体に使

用さる爆萌が通常のものでなく.この施工例にも挙げ

た成型爆薬という特殊性から,これまでの昆艶を基に,

爆破解体施工上考えられる今按の疎項lこついて監す｡

① 安全性.経済性を考慮した亦前払理方法

② 成型爆薬のコスト佐織とくに.製作時間の塩梅

③ 変則的断面形状にも対応できる成型爆薬の閲見

◎ 周辺環境に応じた解体バターンが選択できる技

術

これらは一朝一夕には解決できないが.今後の車扱

や施工を通じて徐々に解決していければと念碗してい

る｡
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